
照会先 

箱根町消防署  警備課救急係  

電話  ０４６０－８２－４５１１ 

E-mail shoubousho@town.hakone.kanagawa.jp 

 

 

令和８年３月1８日 

  箱根町記者発表資料 

 
       

 

 

 

１ 内容 

  令和７年中における当町の救急業務活動状況を取りまとめましたので、発表いたし 

 ます。 

 

２ 周知方法 
  別紙「令和７年救急業務活動状況」の送付 

 

 

 

 

令和７年救急業務活動状況について 



 

 

 

 

 

令和７年 
（令和７年 1月 1日～令和７年 12月 31日）   

 

 

 

救急業務活動状況 

 

  

箱根町消防署 

 

 



箱 根 町 民 憲 章 

 

制定 平成８年７月２３日 

 

箱根は、富士を映す名鏡芦ノ湖や美しい山なみなど、豊かな自然と古い 

歴史の中で培われた文化遺産と力強い産業を持つ国際観光地です。 

わたくしたちは、この恵みに感謝し、互いに助け合い、人々の幸せと、 

世界の平和に尽くすことのできる町づくりを目ざして、ここに町民憲章を 

定めます。 

 

１ ふれあいを大切にし、笑顔で「ありがとう」と言える人になりましょう。 

 

２ 健康で働くことをよろこび、思いやりの心を育て、明るい家庭を築きまし 

ょう。 

 

３ 責任あるみんなの発言と行動によって、活力のある住みよい町をつくりま

しょう。 

 

４ 豊かな自然と文化を守り、育て、次の世代に伝えましょう。 

 

５ 国際感覚を養い、世界の平和に貢献しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



箱 根 町 健 康 都 市 宣 言 

 

 

 

私たちは、恵まれた自然の中にあって、健康の大切さを実感し、生涯を通じ 

 

て健康づくりに努め、心豊かな生活を営むことをここに宣言します。 

 

 

 

一、 自分の体力にあった運動を続けましょう 

 

一、 バランスのとれた食生活に努めましょう 

 

一、 確かな予防と健康診断に心がけましょう 

 

一、 恵まれた温泉資源を活かしましょう 

 

一、 美しい豊かな自然とふれあいましょう 

 

 

 

 

健康づくりは、町に住まう、町で働く、町を訪ねる皆さん一人ひとりが主人 

  

 公です。 

 

  個人、家族、職場、地域が連携して「健康づくりの大きな輪」を広げましょう。 

 

 

 

 

  平成１８年９月３０日 

 

                            箱 根 町 
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〈はじめに〉 

  この「救急業務活動状況」は、令和 7 年（令和 7 年 1 月 1 日～令和 7年 12 月 31 日）に箱

根町管内（消防相互応援協定に基づく管轄外出動を含む。）で発生した救急事案について、そ

の活動の状況を集計したものであり、当町の救急業務活動を紹介することを目的として編集

したものです。 

 

〈概  況〉 

当町の人口は、10,753人（内訳、男 5,204人、女 5,549人）、世帯数 6,550世帯（令和 7年

12月１日現在）ですが、「国際観光地箱根」の特徴として人口を遥かに超える数の人が来町さ

れます。そのため、流動人口を勘案し、当消防本部では町内に 4隊の救急隊を配備し、安全・

安心なまちづくりに寄与しております。 

当町の救急業務は、昭和 44年に開始して以来、社会経済の発展とともに救急出動件数は年々

増加の傾向をたどり、平成 19年には過去最高の救急出動件数（2,350件）及び搬送人員（2,294

人）を記録しました。その後は増減を繰り返し、令和 2 年と令和 3 年は新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に伴う観光客数減少の影響を受けて減少しましたが、令和 4 年から増加傾

向となり、令和 7年は、救急出動件数 2,180件（前年比 92件の増加）、搬送人員 1,911人（前

年比 9 人の増加）となりました。これは、令和 5 年 5 月 8 日から新型コロナウイルス感染症

の位置付けが 5 類感染症（インフルエンザウイルス感染症などと同類）とされたことで、感

染症分類移行前に比べ、観光客数が増加したことなどによるものと思われます。 

他にもインバウンドの影響は大きく国内で過去最高となる 4,268 万 3,600 人の外国人が来

日しています。当町でも観光や就労目的での外国人が多く来日しており、それに伴う搬送人

員は２年前の 91人から 178人と増加しています。町内に在住している外国人の国別ではネパ

ールが一番多く、次いでベトナム、インドネシアの順となっています。 
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１ 事故種別総括表           （表１・Ｐ７） 

表１は、事故種別ごとに出動件数・搬送人員・不搬送件数を前年と比較したものです。 

  出動件数は 92 件、搬送人員は 9 人の増加、不搬送件数は 96 件の増加となり、事故種別の

割合としては、出動件数及び搬送人員ともに、急病が約６割を占めており、続いて一般負

傷、交通の順となっています。 

 

２ 過去５年間の救急活動状況      （表２・Ｐ８） 

  表２は、過去 5年間の救急活動の推移を表したものです。救急出動件数は、令和 3年は 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い観光客数減少の影響を受け、減少しています。

その後徐々に救急件数が増加し、令和 7年は出動件数 2,180件（前年比 92件の増加）、 

搬送人員 1,911人（前年比 9人の増加）となり過去 4年間を上回っています。事故種別出 

動件数では、過去 5年間いずれも急病が多く、次いで一般負傷、交通の順となっています。 

 

３ 月別救急出動件数         （表３・Ｐ９） 

   表３は、救急出動件数を月別に示し、事故種別及び行政地区別に表したものです。最も

多い月は 7月の 205件で、最も少ない月は 9月の 150件でした。事故種別では、急病は 142

件と 3 月が最も多く、一般負傷は 8 月が 64 件、交通は 3 月が 14 件と最も多くなっていま

す。最も多い行政地区別では、湯本地区が 619件で最も多く、次いで仙石原地区が 565件、

宮城野地区が 513件、温泉地区が 236件となり、最も少ないのは箱根地区の 226件でした。 
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４ 月別搬送人員           （表４・Ｐ10） 

   表４は、搬送人員を月別に示し、事故種別及び行政地区別で表したものです。最も多い

月は 7 月の 192 人で、最も少ない月は 9月の 134 人でした。事故種別では、急病は 123 人

と 1月が最も多く、一般負傷は 8月が 59人、交通は 6月と 10月が 14人と最も多くなって

います。月別の出動件数と搬送人員の相違については、不搬送や傷病者が 1 件に複数人い

たことなどが理由です。行政地区別では、湯本地区が 516 人で最も多く、次いで仙石原地

区が 509 人、宮城野地区が 458 人、温泉地区が 216人、最も少ないのは箱根地区の 191 人

でした。月別では湯本地区は 1月、温泉地区は 7 月、宮城野地区は 7 月、仙石原地区は 10

月、箱根地区は 3月と 8月が最も多くなっています。 

 

５ 出動隊別救急出動件数       （表５・Ｐ11） 

   表５は、当町の救急隊（4隊）の出動隊別の救急出動件数を月別及び事故種別で表したも

のです。主に温泉・宮城野地区を管轄する本署救急隊が 734 件と最も多く、次いで、湯本

救急隊の 584件、仙石原救急隊の 579件、箱根救急隊の 281件の順となっています。 

月別では、本署救急隊は 1月、湯本救急隊は 3月、仙石原救急隊は 10月、箱根救急隊は

8月が最も多くなっています。 

 

６ 居住地区別搬送状況         （表６・Ｐ12） 

   表６は、居住者及び観光客等の居住地区別の搬送人員を月別及び事故種別で表したもの

です。居住地区別では、管内居住者（町内）は 690 人、管外居住者（観光客及び観光客以

外（注１））は 1,043人、その他外国人は 178人で管外居住者の搬送は管内（町内）居住者

のおおよそ 1.5倍になっており、観光客の占める割合は全体の 42％、居住者の割合が 36％

となっています。管内居住者は 7月の 91 人が最も多く、12月が 43 人と最も少なくなって

います。観光客は 11月が 95人と最も多く、5月が 48人と最も少なくなっています。また、

事故種別では、居住地区別に関係なく急病が最も多くなっています。 

    注１：観光客以外とは、当町に仕事等で来ている傷病者をいう。 
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７ 行政地区別救急活動状況      （表７・Ｐ13） 

   表７は、行政地区（湯本・温泉・宮城野・仙石原・箱根・管轄外）別の救急出動件数及

び搬送人員を事故種別で表したものです。各地区共通して出動件数が最も多いのは、急病

となっており、次いで一般負傷、交通の順となっています。宮城野地区のみ一般負傷、労

働災害の順となっています。急病が最も多いのは湯本地区の 425 件、一般負傷の出動件数

が最も多いのは仙石原地区で 139件、交通の出動件数が最も多いのは仙石原地区で 32件と

なっています。搬送人員についても各地区共通して最も多いのは急病となっており、次い

で一般負傷、交通の順となっています。宮城野地区のみ一般負傷、労働災害の順となって

います。急病が最も多いのは湯本地区で 352 人、一般負傷は仙石原地区で 132 人、交通は

仙石原地区で 33人となっています。 

 

８ 時間帯別救急出動件数       （表８・Ｐ14） 

   表 8は、救急出動件数を時間帯（2時間ごと）別に示し、事故種別ごとに表したものです。

最も多い時間帯は 12時～14時の 264件、次いで 10時～12時の 252件、16時～18時の 240

件、14時～16時の 238件の順となっています。事故種別では、急病は 18時～20時が最も

多く、一般負傷は 14時～16時、交通は 14時～16時がそれぞれ多い時間帯となっています。 

 

９ 傷病程度別搬送人員        （表９・Ｐ15） 

   表 9 は、搬送人員の傷病程度を事故種別及び年齢区分別に表したものです。入院加療を

要しない軽症が 1,103 人で最も多く、全体の約 6 割を占めています。また、年齢区分別で

は、高齢者(65歳以上)911人と、成人(18歳～64歳)806人で全体の約 9割を占め、高齢者

(65 歳以上)では入院を要する中等症や重症の比率が他の年齢層と比べて高くなっています。 

 

  

 

 

死亡 初診時において死亡が確認されたもの 

重篤 病状が非常に重く生命に危険が及ぶ可能性があるもの 

重症 ３週間以上の入院加療を必要とするもの 

中等症 傷病程度が重症または軽症以外のもの 

軽症 傷病程度が入院加療を必要としないもの 
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10 応急処置実施状況         （表 10・Ｐ16） 

表 10は、救急隊員が実施した応急処置の状況を事故種別ごとに表したものです。救急隊

が搬送した傷病者に対して行われた応急処置件数は、延べ 9,047 件で、このうち最も多い

応急処置は、その他（検温・検眼・冷却など）の 1,907件となっています。 

 

 11 救急救命処置実施状況       （表 11・Ｐ16） 

表 11は、救急救命士が実施した救急救命処置（器具を用いた気道確保、静脈路確保、薬

剤投与）の実施状況を表したものです。このうち気道確保は 38 人、静脈路確保は 51 人、

薬剤投与は 32人に対して実施しました。事故種別では急病が最も多く、曜日別では土曜日、

時間帯別では午後（12 時から 0 時）、性別では男性、年齢区分では 80 歳以降の高齢者が多

くなっています。 

 

12 転 送 状 況             （表 12・Ｐ17） 

表 12は、転送（救急車に収容した傷病者を医療機関に収容後、同一傷病者を他の医療機

関へ搬送）の回数及びその理由を事故種別ごとに表したものです。転送があった救急事案

の 3件のうち転送回数はすべて１回で、事故種別は、急病のみで 3件となっています。 

 

13 不 搬 送 理 由 別 件 数       （表 13・Ｐ18） 

   表 13は、不搬送（通報により救急隊が出動したが傷病者を搬送しなかった場合）の件数

を不搬送理由及び事故種別ごとに表したものです。最も多い不搬送理由は辞退(注１）（到

着後）の 145 件で、次いで拒否（注２）の 111 件となっています。また、事故種別では急

病の 239件が最も多くなっています。 

    

 

 

 

注１：本人等が搬送を辞退・拒否し、救急隊員も搬送の必要性はないと判断したもの 

注２：本人等が搬送を辞退・拒否したが救急隊員は搬送の必要性があると判断したもの 
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14 ドクターヘリコプター運用状況    （表 14・Ｐ19） 

表 14は、神奈川県ドクターヘリ運航調整委員会が運用し、東海大学医学部付属病院（伊

勢原市）の医師・看護師が同乗するヘリコプター（ドクターヘリコプター）による当町の

運用状況を表したものです。ドクターヘリコプター要請件数は 21 件で、搬送人員は 21 人

でした。事故種別では急病の 10件が最も多く、発生地区別では宮城野地区、仙石原地区が

6 件で最も多く、最も少なかったのは湯本地区の 0 件でした。離着陸場別ではリゾートト

ラスト早雲山が 7 件、発生月別では 4 月と 7 月の 3件が最も多くなっています。居住地区

別では管内居住者 4人、管外居住者 17人となっています。 

また、発生地区別では湯本が 0 件であったが、理由としては旧湯本中学校がヘリポート

として使用停止中であり、陸路にて直近の三次医療機関に搬送していることがあげられる。 
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▲

令和３年

111

3

1,911

12

1,435

令和４年 令和５年

44

136 229 50

179

▲

3654

1,380 1,272

31

11

1

132

10

125

- 8 -

41

3

526

1,123

7

労 働 災 害

加 害

5227

2170 1,902 78 208



表３

（件）

（件）

月別救急出動件数

【行政地区別】

※「管轄外」とは、救急出動現場が管轄外であったもの

1

111

52労働災害

36

【事故種別】

1

自損行為 11

急 病

7

526

そ の 他

運動競技

2,180

1,435

一般負傷

加 害

火 災

自然災害

水 難

交 通

１月 ２月

合 計

月別

事故種別

202 160

合 計

199

４月 ５月 ６月

176

３月

169159

７月 ８月

205 198 170

９月

203

１２月１０月

150 189

１１月

1

9 118 7 14 4

4 7

9 1112 6

6 5

10 10

3 4 3 2 4 55 4

1 2 1 1 1 1

56 3140 38 43 64 42 5546 31 35 45

1

2 14 12 1

139 115 142 119 101 107 138 119 92 112 131 120

７月

23 2 35

１１月

189 203

4 4

８月 ９月 １０月

39 40

19 18 23 19

42

22

41

48

59

52

69 5351

13

21

54 575861

4 3 2 4

202

仙石原

箱 根

565

226 20

17

47

管轄外 21

15 21

43

43

13

56 45 48 40

18

21

58 46 41

18

513

13 23

46

24

湯 本

宮城野

温 泉

2,180

619

236

170169 205 198 150合 計 160 199 176 159

4034

2521

- 9 -

4

3639 28

13

１２月５月 ６月

6

4240

13

1 2

56

２月 ３月

1

行政地区

１月
月別

合 計

1

４月

2 4

23

50 53

29

42



表４

（人）

（人）

※「管轄外」とは、救急出動現場が管轄外であったが搬送したもの

月別搬送人員

134 172169 145 192 169

【事故種別】

月別
合 計

事故種別

７月 ８月 ９月 １０月１月 ２月 ５月 ６月３月 ４月 １１月 １２月

合 計 1,911 181 147 143 144 179 136

1火 災 1

自然災害

水 難

10 14交 通 113 6 7 13 3 12 14

労働災害 52 3 4 3 2 5 4

9 8

6 5 4 7

13 4

4 5

運動競技 7 1

一般負傷 491 43 28

1 2

33 39

1 1 1

45 59 36 55 55 27

2

36 35

自損行為 6 2

加 害 2

1 11

86 86

1

117 95

そ の 他 31 4 3

急 病 1,208 123 105

11 4 4 2

110 93

5 3 1 3

122 97 82 92

【行政地区別】

月別
合 計

行政地区

７月 ８月３月 ４月１月 ２月 ５月 ６月

192 169143 144 179 136134 172

９月 １０月 １１月 １２月

32 40 53 3231 51

合 計 1,911

湯 本 516 57 39

181 147

28 12

169 145

49 4549 38

19 21

36 24宮城野 458 42 39

35

41 36

温 泉 216 15 15 17 17 20 22

53 42 30 36 46 33

11 19

19 1711 22 15 13

44 42 49 44 39 3141 52

12 22 15

仙石原 509

箱 根 191

50 42 40

11 17

- 10 -

1 2 4 2 1

17

6 1管轄外 21 4



表５

（件）

（件）

そ の 他 2 1 1

出動隊別救急出動件数

21

31 3

1426

そ の 他 2 1 1

170

【月　別】

【事故種別】

３月 ４月
月　別

合 計 １月
出動隊別

１２月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月５月２月

160 159199

仙石原救急隊 579 53

58

43

本署救急隊 70

203

43湯本救急隊

734

584 54

合 計 2,180 202

65685659

150 189205

60 59 62

169

15

111

4351

24

交
 
通

運
動
競
技

7

198

65 52

4448 39 44

45

176

6366 48

27 24

41

2428

60

52

4356

45

55

4034 5459

2225

加
 
害

一
般
負
傷

2923

自
損
行
為

526 1

508 4177

126

1

そ
の
他

11 1,435 36

急
 
病

自
然
災
害

労
働
災
害

水
 
難

52

箱根救急隊 281 25 15

119 2

出動隊別

仙石原救急隊 579

1合 計

584湯本救急隊

事故種別

合 計
火
 
災

32

本署救急隊

2,180

734 1

- 11 -

箱根救急隊 281 1 5

8

19

7 75

12

403

159

148 365

2

1

7



表６

（人）

（人）

管内 居 住 者 2 5 39 2 4
観 光 客 14 68
観光客以外 6 8 3 1

1 10 1

管内 居 住 者 1 2 1 15 1
観 光 客 10 35 1
観光客以外 3 8 2 1

4

管内 居 住 者 1 5 1 44 1
観 光 客 6 1 60
観光客以外 1 8 1 5

11

管内 居 住 者 3 3 33 9
観 光 客 21 83
観光客以外 9 8 2 8 14

8

管内 居 住 者 3 7 1 2
観 光 客 25 36 1
観光客以外 2 3 5

9

管内 居 住 者 1
観 光 客 5 2 5
観光客以外 1

1

居住地区別搬送状況

※　「その他」とは、外国人及び住所不明者など管内外に該当しないもの

【月別搬送人員】
月　別

合 計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
居住地区

合 計 1,911 181 147 169 145 143 144 192 169 134 172 179 136

管内 居 住 者 690 72 55 59 48 58 54 91 53 44 58 55 43

管外
観 光 客 806 72 57 75 61 48 57 72 75 57 73 95 64

観光客 以外 237 20 14 14 14 22 22 27 28 20 25 15 16

そ の 他 178 17 21 21 22 15 11 2 13 13 16 14 13

一
般
負
傷

加
 
害

【事故種別・行政地区別搬送人員】

事故種別

合 計
火
 
災

自
然
災
害

自
損
行
為

急
 
病

そ
の
他居住地区

水
 
難

交
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

合 計 1,911 1 113 52 7 491 2 6 1,208 31

管内 居 住 者 690 1 9 17 1 138 1 4 504 15

管外
観 光 客 806 81 3 287 1 433 1

観 光 客 以 外 237 22 35 3 23 1 1 138 14

そ の 他 178 1 43 133 1

湯
本

192 140

管外
236 154

42 24

そ の 他 46 34

温
泉

64 44

管外
104 58

31 17

そ の 他 17 13

宮
城
野

204 152

管外
148 81

43 28

仙
石
原

180 132

管外
207 103

そ の 他 26 18

そ の 他 63 52

34

21 11

96 55

管
轄
外

1

管外
15

箱
根

49 36

管外
96

そ の 他 1

そ の 他 25 16

※　「観光客以外」とは、当町に仕事等で来ている傷病者をいう

- 12 -

3

4 3



表７

（件）

（人）

行政地区

行政地区別救急活動状況

7

516

6

運
動
競
技

2

箱 根

11

226

21

64

温 泉

合 計

湯 本

事故種別

管 轄 外

【出動件数】

【搬送人員】

合 計

湯 本

温 泉

行政地区

宮 城 野

仙 石 原

そ
の
他

合
 
計

交
 
通

急
 
病

一
般
負
傷

加
 
害

自
損
行
為

水
 
難

労
働
災
害

運
動
競
技

火
 
災

事故種別

619

自
然
災
害

522,180 1

1236

111

42513

1,435

30

7 111

12 9 158

35

7 8

36

1541

526

136

139 24

123

357

1

自
然
災
害

23

2

6

13

513 36813 1

1252 4

565 32

25

水
 
難

6 1,208

6

2 31

5352

1

30811

52 7

2 132

3

9 56 1

13 3

仙 石 原 23132

3971

2

576

そ
の
他

交
 
通

労
働
災
害

313

491

11208

120

113

15

宮 城 野

管 轄 外 21

箱 根 191

216

27

33

458

509

1,911

7

一
般
負
傷

加
 
害

自
損
行
為

急
 
病

6

2,180

- 13 -

2 6

合
 
計

火
 
災



表８

(件）

転院搬送 医師搬送 資器材等搬送 その他

468 25 11 2 120 4 304 1 1

1,712 1 86 41 5 406 1 7 1,131 30 4

2,180 1 111 52 7 526 1 11 1,435 31 5

98 2 7 88 1

77 2 7 68

62 11 51

139 6 1 25 1 106

234 11 11 55 154 3

252 16 9 1 63 149 11 3

264 21 10 2 69 1 1 154 5 1

238 24 9 4 77 2 115 7

240 1 15 6 72 2 140 4

232 7 3 57 2 163

198 4 3 50 2 139

146 3 33 1 108 1

2,180 1 111 52 7 526 1 11 1,435 31 5

時間帯別救急出動件数

そ　の　他
加 害一般負傷 自損行為 急 病水 難

区　分
交 通自然災害 運動競技労働災害火 災合 計

事故種別

１８～２０

休　　日

時
　
　
間
　
　
帯
　
　
別

２２～２４

２０～２２

１０～１２

４～６

- 1
4
 -

１２～１４

休日以外の日

１６～１８

合　　計

０～２

２～４

８～１０

１４～１６

６～８



表９

（人）

（人）

傷病程度別搬送人員

422

2 664 6

軽 症 1,103 104 60 517

1 64 29 4

6

重 篤 12 11

重 症 3 47 6

44 22 3 148 454 19

【事故種別】

事故種別

傷病程度

【年齢区分】

696

66

34

1,911

死 亡

そ の 他

軽 症 1,103

合 計

696

34

4 8

12

合
計

66

12

死 亡

重 篤

傷病程度

1

中 等 症

911122

（１８歳～６４歳）
成　人

17 48

403

そ の 他

中 等 症

重 症

17 264

333

30

806

年齢区分

4

721,911

高齢者新　生　児
（生後２８日以内） （生後２９日～６歳）

乳　幼　児 少　年
（７歳～１７歳） （６５歳以上）

1

1

10

自
損
行
為

火
　
災

自
然
災
害

1

加
　
害

67

32

113 1,208491 252

- 1
5
 -

一
般
負
傷

労
働
災
害

運
動
競
技

1 31

※　傷病程度は、傷病者を医療機関に搬送後、医師が初診時に診断したもの

そ
の
他

合 計

水
　
難

交
　
通

急
　
病

合
　
計



表１０応急処置実施状況

表１１救急救命処置実施状況

※「静脈路確保」及び「薬剤投与」については、心肺機能停止前及び低血糖に対するブドウ糖溶液の投与を含む

心マッサージ 心肺蘇生
酸素吸入

気道
確保

- 1
6
 -

（件）
応急処置

応急処置

合　計 止　血 固　定
人工
呼吸

聴診器聴取
血中酸素
飽和度測

定
保　温 被　覆 心電図 その他

実施人員
うち
自動

うち
自動事故種別

在宅
療法

ショック
パンツ
血圧保持

除細動 血圧測定

合 計 1,911 9,047 45 102 5 2 40 20 208 41 16 159 1 5 1,798 1,596 1,858 1,244 1,907

急 病 1,208 5,756 1 1 5 2 38 19 163 39 9 8 1 4 1,131 1,042 1,165 923 1,205

交 通 113 589 3 54 1 17 1 1 10 1 112 102 112 63 112

一般負傷 491 2,210 34 37 17 4 116 458 366 483 204 491

そ の 他 99 492 7 10 971 1 11 1 86 98 54 99

※合計数は、一人につき複数の応急処置を実施した延べ数

※応急処置の「その他」とは、検温・検眼・冷却など

2 25

（人）
救急救命
処置

対
象
人
数

気道確保

静
脈
路
確
保

薬
剤
投
与

曜　　　日　　　別 時　間　帯　別 傷　　病　　者　　内　　訳

チ

ュ
ー

ブ

ラ
リ
ン
ゲ
ア
ル

エ
ア
ウ

ェ
イ

食
道
閉
鎖
式

気
管
挿
管

日 月 火 水 木 金 土
午前
(8～12)

午後
(12～0)

深夜
(0～８）

性　　別 年　　齢　　区　　分　　別

男性 女性

０ 20 30 40 50 60 70 80

事故種別
19 29 39 49 59 69 79

対象人数 51 18 10 10 51 32 6 10 9 3 7 5 11 12 31 8 33 18 1 1 3 7 15 24

急病 48 17 10 9 48 30 6 10 9 3 7 3 10 12 28 8 30 18 3 7 14 24

交通 1 1 1 1 1 11 1

一般負傷

その他 2 1 2 1 2 2 2 1 1

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～



表１２転送状況

（件）

（件）【転送理由別】

理 由 不 明

そ の 他

手 術 中

1

医 師 不 在 1 1

1

労
働
災
害

水
 
難

自
然
災
害

運
動
競
技

交
 
通

事故種別

合 計
火
 
災転送理由

合 計 3

ベ ッ ト 満 床

処 置 困 難 1

専 門 外

そ
の
他

自
損
行
為

加
 
害

急
 
病

1

3

一
般
負
傷

４ 回 以 上

３ 回

２ 回

加
 
害

火
 
災

3

そ
の
他

運
動
競
技

自
損
行
為

【転送回数別】

事故種別

合 計

合 計 3

転送回数

自
然
災
害

一
般
負
傷

水
 
難

3

１ 回 3

- 17 -

交
 
通

労
働
災
害

急
 
病





表１３

（件）

304 11 145 111 21 1 3 3 9

16 11 2 3

39 1 22 15 1

5 1 1 3

239 10 111 93 17 1 1 3 3

5 1 2 2

不搬送理由別件数

辞
退

（
到
着
前

）

辞
退

（
到
着
後

）

不搬送理由
他
車

（
隊

）

搬
送

い
た
ず
ら

誤
　
　
報

傷
病
者
な
し

合
　
計

火 災

合 計

そ
の
他

拒
　
否

明
ら
か
な
死
亡

事故種別

運 動 競 技

自 損 行 為

自 然 災 害

労 働 災 害

水 難

交 通

- 18 -

一 般 負 傷

加 害

資器材等
搬 送

そ の 他

※不搬送理由の「その他」とは、上記不搬送理由に分類できないもの

急 病

そ
　
の
　
他

転院搬送

医師搬送



表１４ドクターヘリコプター運用状況

4

10

1

1

5

4

3

1

2

1

2

41

4

2

2

3

5　　月

8

管内

11　　月

2

22　　月

1

3　　月

7　　月

1

2

1

そ　の　他

観光客

観光客以外 9

12　　月

ドクターヘリ搬送者数（人） 21

居住者
居
住
地
区
別

（
人

）

管外
4

2

1

2

1

2

1

1

1

5

3 3

1

1

11

1

1

3

3

1

2

1 26

5

交通合　計

21 103

一般負傷 急病労働災害

41

21

事故種別

区　　　分

ドクターヘリ要請件数 3

仙　石　原

9　　月

発
生
地
区
別

（
件

）

4

宮　城　野

箱　　　根

管　轄　外

旧 湯 本 中 学 校

その他(町外ヘリポート）

箱 根 園 ゴ ル フ 場

リゾートトラスト早雲山

箱 根 中 学 校

湯　　　本

温　　　泉

1

離
着
陸
場
別

（
件

）

1

5 2

6

仙石原浄水センター 6

1

4

7

1　　月

2

1

1
月
　
　
　
別

（
件

）

4　　月

6　　月

8　　月

10　　月

1

2

3

2 1

1

1

1

- 19 -

2


